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１１年目を迎える新庄市の小中一貫教育を振り返ります 
 

新庄市では、平成１７年３月に策定した「いの

ち輝く新庄もみの木プラン教育２１」に基づき、

各中学校区で小中一貫教育を進めてまいりまし

た。 

１０年の節目となる昨年度は、県内初の施設一

体型小中一貫教育校の萩野小学校と萩野中学校、

総称「萩野学園」が開校いたしました。 

そして、１１年目となる今年度は、義務教育学

校「新庄市立萩野学園」が、全国２２の義務教育

学校の一つとして、新たにスタートしております。 

今回は、１１年目の新たなスタートにあたり、これまでの新庄市の小中一貫教育につい

て、１０年間の各中学校区の研究実践を振り返ってみます。 

 

 

 

平成１８・１９年度 新庄市小中連携実践研究指定 

「確かな学力と自立心の育成」～発達段階に即した小中の連携指導において～ 

◆新庄中学校区（新庄小学校・山屋小学校・新庄中学校） 

＜実践内容＞ 

□算数・数学の９年間を見通したカリキュラム作成（学力テストの分析を通して） 

□授業の相互乗り入れ 小→中（数学のＴＴ指導） 中→小（音楽・美術・英語活動） 

□家庭学習の習慣化や生活リズムの確立に向けた共通実践 

□各校の校内研究についての共通理解と授業研究会の相互参観 

□新庄小と山屋小との交流や児童会と生徒会との交流 

平成２０・２１年度 新庄市小中連携実践研究指定 

「豊かな心を持ち、夢に向かって歩む子どもの育成」 

◆日新中学校区（日新小学校・日新中学校） 

＜実践内容＞ 

□小中合同での授業づくり（指導案検討会【７回】や授業研究会【３回】を通して） 

□系統性を意識した授業づくり（各教科の定着しにくい部分の洗い出し） 

□食育・生活習慣の改善（生活リズムアンケートの実施と分析・食育年間計画の作成） 

□キャリア教育の推進（系統的な計画に基づく取り組み） 

□かかわる力の育成（あいさつ運動の推進） 
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平成２２・２３年度 新庄市小中一貫教育実践研究指定 

「かかわり合い、高まり合う子供の育成～「学び・育ち」の場を通して～」 

◆萩野中学校区（萩野小学校・泉田小学校・昭和小学校・萩野中学校） 

＜実践内容＞ 

□児童生徒の発達段階に応じた「学び合いの姿（子ども像）」の作成 

□「チェック表」の活用による授業改善 

□９年間の系統立てた指導計画の作成 

□ふるさと学習・キャリア教育の指導計画づくり 

□児童会・生徒会の交流の工夫（生徒総会の参観・あいさつ運動の推進） 

平成２４・２５年度 新庄市小中一貫教育実践研究指定 

 

◆八向中学校区（本合海小学校・升形小学校・八向中学校） 

＜実践内容＞ 

□外部講師による指導・授業研究会及び事後研究会への相互参加 

□授業デザイン、学びの約束等の共通設定 

□八向版小中キャリア発達課題と目指すこども像、キャリア教育年間指導計画の作成 

□児童生徒の交流（小中合同あいさつ運動・行事の相互参加） 

□ブリッジ授業の実施（小→中、中→小、小・小間で） 

平成２６・２７年度 新庄市小中一貫教育実践研究指定 

「将来に夢をもって、意欲的に生き抜く児童生徒の育成」 

◆明倫中学校区（沼田小学校・北辰小学校・明倫中学校） 

＜実践内容＞ 

□３校共通の研究主題の設定・相互の授業参観・乗り入れ授業 

□児童生徒交流の実施（「もみの木交流」：小学校４年生の交流、「あすなろ交流」：小

学校５年生の交流、「けやき交流」：小学校６年生の交流、「夢交流」：小学校６年生

と中学校２年生の交流） 

□家庭学習時間の充実とメディア利用の指導 


